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はじめに 

 がん患者はなぜ働くのか？ 働きたいのか？ まず、本書の序章「こ

の本を作ろうと思った理由」より、引用する。 

『人はなぜ働くのか？ いのちの限りを知ると、この言葉の意味はま

た違ったものになってくる。働き盛りのがん経験者にとって仕事はアイ

デンティティ。人生そのものであり、自分が生きてきた証だ。社会との

つながりを持ち続けるために、また人として希望をもって生きていくた

めにも、仕事は必要不可欠な要素なのだ。』 

 一方、現実は。乳がん患者が約 7 割である、40 代を中心とした 403

名のアンケート結果が記されている。がんと診断された時点で、これま

での仕事を続けたいと回答したのは 306 人。その内、95 人は仕事が変

わっていた。解雇された人が 14 人、依頼退職者が 23 人、廃業が 8人。

仕事を継続するうえで、がん罹患が大きな障害になっている実態が浮き

彫りになった。 

 本書には、がん患者の就労の現状、どのようにすれば希望通りの仕事を続けることができるのか、今後の

課題等がコンパクトにまとめられている。また、この問題を正面から捉えた本は少ないと思われる。よって、

今回は本書を紹介する。 

 

著者の紹介 

CSRプロジェクト(Cancer Survivors Recruiting Project） 

がん経験者たちの就労問題を考えるプロジェクト。東京大学医療政策人材養成講座第 4期生桜井班が中心

となった調査研究「がん罹患と就労」をもとに、「がんとともに歩む人々が、生きる意欲や個々の能力を十分

に発揮できる共働・共生型社会の建設」をめざしている。代表は、桜井なおみさん。2004 年 7 月、働き盛

りの 37 歳の時、乳がんと診断された。現在、NPO 法人 HOPE プロジェクト理事長、キャンサー・ソリュ

ーションズ株式会社社長。 

 

本書の内容・感想 

 本書は、６章から成り立っている。第１章；がん経験者が知っておきたい働く権利、第２章；企業側の考

え方はこう、第３章；職場でのコミュニケーション、第４章；保険や社会保障制度はこう使う、第５章；体

をいたわりながら働こう、第６章；ワーキンググッズ＆生活術を大公開。紙面の許す範囲内で、紹介する。 

 

「がんになってしまったら、今の会社を辞めないといけないのか、辞めさせられるのか。治療費、生活費、

生きがい、将来を考えると、辞めたくない。」というのが本音であろう。第１章より。『まず、病気のときに

利用できる休職制度や休暇制度があるかどうか就業規則などで確認する。』そして、休職制度の説明が続く。

『私傷病(業務外の傷病)が原因で働くことができない場合に、企業に在籍したまま、一定の期間、仕事を休

むことができる制度。ただし、法律で義務づけられていないので、定めるかどうかは企業の裁量に任されて
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いる。』 

 私ががんの治療を行ったときに勤めていた職場には、休職制度があって助かった。また、加入していた健

康保険組合から「傷病手当金」として、標準報酬額の 3分の 2が貰え、どうにか 9ケ月間におよぶ闘病期間

を乗り切った。今の勤務先には休職制度はない。解約約款として、「私傷病による欠勤が引き続き 2 ケ月以

上におよぶとき」と記載されている。ではどうするか。第 4章が参考になる。退職した日の翌日、健康保険

を、加入していた健康保険の任意継続被保険者に切り替える。そして、傷病給付金の給付を受ける。ただし、

退職前に傷病手当金の給付を受けていることが条件だ。勉強になった。詳細は社会保険労務士に相談するの

がよい。 

 続いて、第１章より。『休職制度がない場合でも、休職に準じる措置を検討してもらえる可能性はある。人

事担当者や上司に今後の働き方について相談し、働きながら治療をしていく方法について話し合っていきま

しょう。』 

 

 第２章より。『日本の企業の大半が、がん体験者をどのように就労させたらよいのかわからなく、がんはま

だまだよく理解されていないのが現状だ。がんは一部を除き業務に起因しない病気であり、私傷病であると

いうのが一般的な考え方で、企業においてもそれは同じだ。また企業の従業員に対する健康配慮義務は、本

来、労災防止や職場の安全衛生を目的として定められたものである。そのような事情から、がんをはじめと

する私傷病への法的な対応基準はなく、企業の裁量によって千差万別の対応がされているのが現状だ。』これ

に対し、本書は次のように提言している。『今、がん経験者は雇用の機会を失うという社会問題に直面してい

る。企業ががんについて理解すること、雇用の機会を創ること、雇用される能力開発を支援することなども、

企業が行うべき CSR(Corporate Social Responsibility；企業の社会的責任)である。』 

 

 第５章には、復職後の仕事への取組み方が、記されている。『もしあなたの企業に、産業医や産業保健師・

看護師などがいるなら、ぜひ相談するといい。あなたが仕事を続けていくということは、多くの人のサポー

トが必要である。普段から良好な関係や助け合いができるような職場との関係をつくることを心がけて下さ

い。』  

 

最期に、序章より、抄出する。 

『がん経験者の４人に１人は、20～50代の働き盛りに罹患している。この本は、働いている、働きたいと願

うすべてのがん経験者や家族に贈りたい。そして、医療、行政、企業に関わるすべての人たちに、他人事と

してではなく、自分事としてこの問題をぜひ考えて欲しい。』 

 

 就労の問題は、著者が述べている以外にも、治療に前向きに取り組むことができるかに繋がり、治療成績

に繋がる。復職のために、解雇を心配して、途中で治療を中止することは避けたいものだ。「がんと一緒に働

こう！」是非、読んでいただきたい。 

会員 井上 林太郎 


